
令和７年度 第２回 光風荘運営推進会議 議事録 

 

 

≪日 時≫ 令和７年７月 16 日（水）午後６時より 

 ≪場 所≫ 高齢者グループホーム光風荘 ３階「えんがわ」 

 ≪出席者≫ 委   員：地域代表、家族会代表…計 2 名 

市 職 員 等：高齢者支援課職員、在宅介護・地域包括支援センター職員…３名 

       運 営 側：理事長、光風荘施設長、介護職員…計 3 名 

≪議 題≫ 

１． 報告事項 

   （１）入居者、職員の異動について 

   （２）前回会議以降の活動状況について 

（３）令和 6 年度事業報告と決算報告について 

（４）令和 7 年度事業計画と予算について 

  ２． 行政等からの情報提供 

  ３． その他 

 

■会議概要 

※ 文中の「委員」は運営推進委員、「運営」は運営側、「市等」は市職員等、「GH」はグループホ

ーム、「特養」は特別養護老人ホームの略。 

 

■挨拶 

「運営」： 体調を崩しやすい気候が続く中、本日はお集まりいただきありがとうございます。令和 7 年

度第２回の運営推進会議という事で、各種ご意見等を頂戴しながら、施設運営をより良い形

で進めていければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  

１．報告事項 

（１） 入居者、職員の異動について 

◯入居者 

 ・入退居はなし。 

・申込者数は 16 名、内判定会議通過済みの方は 3 名。 

・現入居者様の全体平均介護度は 2.88。平均年齢は 89.5 歳、平均入居期間は 51.8 ヵ月。 

 ◯職員 

  ・７月 14 日：１階 非常勤 調理補助職員、朝週５日に加え、昼食調理補助として週２日勤務開 

始。有資格者・GH 介護職経験者という事もあり、入居者の調理参加介助も行う予 

定。現場職員が調理から離れられる分、常勤職員の事務業務等の時間を確保する事 

がねらい。 



  ・２階非常勤介護職員が療養から復帰。６月 17 日から 1 週間は４時間勤務で調整し、翌週より 8 

時間勤務を開始。 

  ・２階 派遣 介護職員より、７月末にて契約終了との申し出あり。後任と近日面接予定。 

  ・７月時点で短時間バイトに関しては、１階は月に３回のみ、２階は利用なし。有給取得や常勤職

員の夏季休暇取得を組んだ上での状況であり、派遣職員を導入しているものの人員体制はある程

度落ち着いている。 

 

（２）前回会議以降の活動状況について 

日時 行事名 参加人数 内容 

６月 14 日 1 階 父の日 入居者 9 名 

職員３名 

男性入居者の好きなお寿司を昼食に用意。男性入居者

には感謝状を贈呈。 

６月 18 日 2 階 父の日 入居者 9 名 

職員 3 名 

男性の入居者がいない事もあり、父親を偲び・思い出

し、をテーマに実施。昼食にちらし寿司、おやつには

シュークリームを用意。ゲームの企画も準備していた

が、月１回の生け花と重なった為、そちらを優先。 

６月 23 日 消防機器点検 

防火対象物点検 

避難訓練 

入居者 18 名 

職員７名 

業者による機器点検、入居者も交えた避難訓練、火災

受信機の操作説明、消火器訓練を実施した。 

７月７日 七夕 入居者 18 名 

職員８名 

フロア毎で実施。１階は昼食にそうめんとチキンナゲ

ットを、おやつにあんみつを用意。午後にはピンポン

玉飛ばしゲームを行った。 

２階は昼食にいなり寿司・太巻きを、おやつにあんみ

つを用意。午後には歌やゲームを行った。 

〇「現場が考える認知症ケア」セミナーについて 

 ６月 28 日、とらいふ武蔵野を会場として、高口光子氏を講師としてお招きし、セミナーが行われ

た。全３回の予定で、光風荘からも１名参加。今回は「認知症の人への不適切ケア」がテーマであ

った。 

〇感染症対策に係る研修 

  ７月１日、協力医療機関である小森病院で実施された感染対策講習会に、光風荘から１名参加。標

準予防策についての講習を受けた。後日、光風荘内でも講習内容を共有する予定。 

 〇ふくしの仕事フェア 出展者向けセミナー・説明会 

  ７月 14 日開催。８月２日のふくしの仕事フェア開催に向け、採用マーケティングに関する講習を

受けた。フェア当日は、とらいふ武蔵野と合同で参加予定。 

 

（３）令和 6 年度事業報告と決算報告について 

   資料を用いて説明 

（４）令和 7 年度事業計画と予算について 

   資料を用いて説明 



２．行政等からの情報提供について 

「市等」：昨年度認知症基本法が施行された。この法律ではご本人の思いを計画や施策に反映させるこ

とが求められている。認知症高齢者ご本人の思いを知るため、「わたしのことカード」を作成

した。「あなたの思いを自由に書いてください」というタイトルで用紙を用意した。光風荘で

生活されている方の気持ちを書いていただければ幸いです。この用紙は、9 月に市役所で行わ

れる「フレイル予防と認知症を知る月間」で展示できればと考えている。 

 

「市等」：保健所から百日咳の流行が続いていると情報提供があった為、気を付けていただきたい。 

また、今年も 11 月 29 日に「ケアリンピック武蔵野」を開催する予定である。ケアリンピック

のパンフレットに掲載する写真について協力いただければ幸いである。 

 

【質疑応答・意見交換】 

「委員」：先日テレビの特集で、認知症高齢者自らが社会参加されている様子が紹介されていた。母は

光風荘に入居する前、一人暮らしをしていた。定期的に様子を見に行っていたが、危険性を考

え極力火や包丁を使えないようにしていた。光風荘に入居してからは、職員と一緒に調理に参

加する場面が増えて、母も喜んでいる。市役所の事業計画の中に認知症高齢者や障害者の社会

参加についてのプランはあるのか。 

「市等」：実際に市役所 8 階の食堂では、知的障害者の方が参加している。どの自治体でも高齢者と障

害者サービスの連携が求められている。就労ではきちんとした報酬のあり方が課題である。認

知症になっても担える役割を作ることは行政として取り組んでいきたい。 

「運営」：グループホームにおける調理や家事は強みだと思う。市外の GH では、入居者の重度化等で

調理を断念した GH があると聞いている。調理への参加は何としても継続したいが、そのため

に重度化した入居者の方の退居を推し進めるのも違うのではと思い、両立できる方法を模索し

ていく必要がある。実際、100 歳を過ぎ常時車いすで過ごされている入居者の方が、今でも包

丁を使って野菜を切っている。入居者の方ができることに取り組んでいただける体制を維持し

ていきたい。 

     また、今後は入居者の外出についても取り組んでいきたい。8 月には延命寺の縁日がある。

天候にもよるが、地域のイベントには参加していきたい。 

「市等」：第五小学校との交流はあったのか。 

「運営」：約 15 年前に光風荘で納涼祭を開催した際に、小学生も遊びに来ていた事もあったようだ。し

かし、このような大規模な行事を行う余裕がなくなっている。最近では２年生の児童さんが地

域の職場を見て回る家庭科の授業の中で、光風荘にも見学に来ていただいた。後にいただいた

感想メッセージには、将来介護の仕事に就きたいと書かれており驚いた。 

「委員」：テンミリオンハウスでも生徒のボランティアを受け入れている。それが職場体験につながっ

ているので期待している。また、8 月 23 日には、関前南小学校の花火大会が予定されているの

でぜひ。 

 

 



３．その他 

・次回の運営推進会議は９月 24 日（水）18 時を予定している。 


